
内 

容
見 

本
　
神
奈
川
県
立
金
沢
文
庫 

編

金
沢
文
庫
資
料
全
書
　
全
十
巻

臨川書店

　
刊
行
に
寄
せ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　 

納
冨
常
天

　
金
沢
文
庫
に
奉
職
し
た
の
は
昭
和
三
十
年
四
月
一
日
で
、
課
せ

ら
れ
た
の
は
聖
教
一
万
三
千
余
冊（
現
在
国
宝
）の
整
理
と
調
査
研
究

だ
っ
た
。
聖
教
は
七
百
年
余
の
伝
世
の
間
に
虫
・
汚
損
し
て
お
り
、

そ
の
保
存
状
態
が
緊
急
だ
っ
た
の
で
、
三
十
一
年
度
か
ら
修
理
事

業
を
開
始
し
、
今
日
ま
で
継
続
し
て
い
る
。
ま
た
調
査
研
究
に
お

い
て
は
、
水
野
弘
元
・
竹
内
理
三
・
松
下
隆
章
先
生
な
ど
を
学
術

顧
問
に
迎
え
て
指
導
を
仰
ぎ
、
そ
の
成
果
は
随
時『
金
沢
文
庫
研

究
』な
ど
に
発
表
し
た
。
ま
た
聖
教
の
保
存
を
考
え
、
マ
イ
ク
ロ

フ
ィ
ル
ム
化
す
る
と
と
も
に
写
真
本
を
作
成
し
、
さ
ら
に
は
翻
刻

に
よ
り
、
研
究
者
に
よ
る
原
本
の
閲
覧
や
写
真
撮
影
を
抑
制
し
、

ま
た
要
望
に
応
え
た
。
と
り
わ
け
翻
刻
は
金
沢
文
庫
の
使
命
で

『
金
沢
文
庫
研
究
紀
要
』（
全
十
三
号
、
臨
川
書
店
よ
り
復
刻
刊
行
）

な
ど
に
行
っ
た
が
、
事
業
と
し
て
体
系
的
に
翻
刻
し
た
の
が
『
金

沢
文
庫
資
料
全
書
』
で
あ
る
。
当
初
は
学
術
的
に
重
要
な
資
料
か

ら
古
書
五
十
巻
、
古
文
書
十
巻
を
順
次
継
続
的
に
刊
行
す
る
予
定

だ
っ
た
。
ま
た
発
行
部
数
も
限
ら
れ
て
い
た
た
め
、
ひ
ろ
く
全
国
の

研
究
者
が
利
用
で
き
る
よ
う
、
主
要
な
文
系
の
大
学
・
研
究
所
・

図
書
館
・
博
物
館
に
し
ぼ
っ
て
配
布
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
ま
た

当
初
の
計
画
通
り
に
は
行
か
ず
、
禅
籍
・
華
厳
・
天
台
・
浄
土
・
真

言
・
戒
律
・
歌
謡
声
明
・
寺
院
指
図
な
ど
十
巻
で
打
切
り
に
な

り
、
非
常
に
残
念
に
思
っ
て
い
た
。
こ
の
度
思
い
も
か
け
ず
復
刻
出

版
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
洵
に
大
慶
至
極
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　       

（
第
八
代
金
沢
文
庫
長
　
昭
五
六
〜
六
三
在
任
）

　
資
料
全
書
の
復
刻
に
寄
せ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　      

高
橋
秀
榮

　
金
沢
文
庫
の
古
写
本
、
古
版
本
は
仏
教
の
基
礎
的
研
究
に
資
す
る
じ
つ
に

有
益
な
も
の
で
あ
る
。
今
回
、
学
界
の
要
望
に
応
え
た
い
と
の
臨
川
書
店
の

申
し
出
に
よ
り
、『
金
沢
文
庫
資
料
全
書
』
全
十
巻
が
復
刊
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
。
実
に
よ
ろ
こ
ば
し
い
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
全
書
出
版
を
企
画
さ
れ
た

の
は
納
冨
常
天
先
生
で
、
発
足
当
初
は
古
書
五
十
巻
、
古
文
書
十
巻
の
予
定

で
あ
っ
た
が
、
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
な
ど
の
影
響
も
あ
り
、
十
巻
で
休
眠
状
態
に

な
っ
た
。
金
沢
文
庫
の
聖
教
と
古
文
書
は
昨
年
夏
、
国
宝
の
指
定
を
受
け
た

の
で
、
お
の
ず
か
ら
に
『
金
沢
文
庫
資
料
全
書
』
の
収
録
史
料
も
す
べ
て
国
宝

と
し
て
の
価
値
を
帯
び
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
た
び
の
復
刻
版
が
全
国
各
地

の
図
書
館
に
配
架
さ
れ
る
に
ふ
さ
わ
し
い
理
由
も
推
察
さ
れ
よ
う
。
金
沢
文

庫
の
鎌
倉
時
代
の
古
写
本
に
は
崩
し
文
字
や
異
体
字
な
ど
が
多
く
、
特
殊
な

字
典
を
便
り
に
翻
字
に
つ
と
め
た
が
、
仏
教
学
の
泰
斗
や
古
写
本
に
興
味
を

抱
く
若
手
研
究
者
の
協
力
も
あ
っ
て
、
学
術
的
価
値
の
高
い
資
料
集
を
提
供

す
る
こ
と
が
で
き
た
。
本
文
の
翻
字
は
原
本
通
り
、
と
い
う
方
針
で
あ
っ
た
の

で
、
異
体
活
字
を
印
刷
工
場
の
植
工
に
沢
山
注
文
し
た
り
、
収
録
資
料
の
欠

丁
部
分
を
補
う
断
簡
を
最
終
校
正
後
に
発
見
し
て
、
印
刷
機
を
止
め
さ
せ
た

こ
と
も
あ
っ
た
。
歌
謡
・
声
明
、
寺
院
指
図
の
両
巻
が
影
印
本
の
体
裁
な
の

は
、
声
明
の
音
符
や
密
教
修
法
の
道
場
図
な
ど
は
活
字
翻
刻
が
難
し
い
と
判

断
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
が
、
斯
界
の
研
究
者
に
は
信
頼
、
活
用
し
て
も
ら
え

た
よ
う
で
あ
る
。
と
も
あ
れ
『
金
沢
文
庫
資
料
全
書
』
の
復
刻
本
を
通
覧
し

て
い
た
だ
き
、
多
種
多
彩
な
日
本
仏
教
の
写
本
資
料
か
ら
眼
福
を
得
て
い
た

だ
き
た
い
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　  
　
　
　       

（
第
一
四
代
金
沢
文
庫
長
　
平
一
四
〜
一
八
在
任
）

　

鎌
倉
時
代
中
期
よ
り
南
北
朝
時
代
に
か
け
て
金
沢
北

条
氏
一
門
と
称
名
寺
の
学
僧
が
収
集・学
習
し
た
万
余
の

典
籍
の
中
か
ら
、神
奈
川
県
立
金
沢
文
庫
が
厳
選
し
、昭

和
49
年
か
ら
平
成
３
年
に
総
力
を
挙
げ
て
編
集・発
行
し

た
学
術
資
料
の
復
刻
版
。

　

平
成
28
年
夏
に
国
宝
に
指
定
さ
れ
た
称
名
寺
蔵・金
沢

文
庫
管
理
の
聖
教
類
を
収
録
。仏
教
史
・
寺
院
史
を
は
じ

め
日
本
中
世
文
化
の
研
究
に
長
く
寄
与
し
な
が
ら
、近
年

入
手
困
難
と
な
っ
て
い
た
重
要
資
料
を
限
定
復
刊
す
る
。

＊
お
近
く
の
書
店
ま
た
は
小
社
ま
で
ご
注
文
下
さ
い

各
巻
部
数
限
定
販
売
〈
分
売
可
〉

　 

金
沢
文
庫
資
料
全
書  

全
十
巻

臨川書店株式
会社
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刊
行
準
備
中

 

『
金
沢
文
庫
資
料
全
書 

別
巻
』

　

 

近
年
の
調
査
・
研
究
成
果
な
ど
新
知
見
を

　

 

踏
ま
え
た
関
連
の
資
料
・
論
文
等
を
収
録
。

　

 

２
０
１
９
年
刊
行
！

■
各
巻   

本
体
２
８
、０
０
０
円
＋
税

■
10
巻
揃 

本
体
２
８
０
、０
０
０
円
＋
税

■ 

Ｂ
５
判
・
上
製
・
函
入
・
平
均
３
３
０
頁

■ IS
B
N
9
7
8
-4
-6
5
3
-0
4
4
0
0
-0

（
セ
ッ
ト
） C

3
315



『
正
法
眼
蔵
』 

第
一
巻  

禅
籍
篇 

収
録

『
結
界
唱
相
』 

第
五
巻  

戒
律
篇
㈠ 

収
録

『
舎
利
讃
嘆
』 

第
七
巻  

歌
謡
・
声
明
篇 

収
録

版
面
見
本
　
　
＊
各
々
実
寸
の
約
40
％
に
縮
小
し
て
い
ま
す
。

第
一
巻
　
禅
籍
篇　

                                     
ISB
N
978-4-653-04401-7

　
　
　
　
　
解
題
執
筆
＝
鏡
島
元
隆
・
河
村
孝
道
・
石
井
修
道

　

達
磨
和
尚
観
心
破
相
論
・
明
州
大
梅
山
常
禅
師
語
録
・
香
厳
頌

　

筠
州
黄
檗
山
断
際
禅
師
伝
心
法
要
・
禅
苑
清
規
・
冶
父
川
老
金
剛
般
若
頌

　

正
法
眼
蔵
・
坐
禅
儀
・
見
性
成
仏
論
・
成
等
正
覚
論
幷
永
安
僧
堂
記

　

法
門
大
綱（
百
丈
禅
師
広
説
）・
正
法
眼
蔵
打
聞
・
禅
宗
法
語

（
翻
刻
未
収
録
資
料
解
題
）

　

悟
性
論
／
牛
頭
山
初
法
融
禅
師
信
心
銘
／
六
祖
壇
経
／
頓
悟
入
道
要
門
論

　

伝
法
正
宗
記
／
嘉
泰
普
灯
録
／
中
峯
和
尚
勧
発
修
行
記
／
宗
鏡
録
要
処

　

夢
中
問
答
集
／
禅
宗
詩
文
集
／
一
山
一
寧
・
東
明
恵
日
賛

（
総
説
）
金
沢
文
庫
に
お
け
る
禅
籍　

鏡
島
元
隆

第
二
巻
　
華
厳
篇　

                                      ISB
N
978-4-653-04402-4

　
　
　
　
　
解
題
執
筆
＝
鎌
田
茂
雄
・
木
村
清
孝
・
由
木
義
文
・
福
井
良
盟

　

華
厳
経
義
鈔
・
華
厳
経
談
玄
決
沢
・
華
厳
文
殊
論
・
華
厳
論
節
要

　

香
象
清
涼
両
師
面
受
否
抄
・
華
厳
信
種
義
聞
集
記

　

華
厳
宗
章
疏
並
出
題
等
目
録
也

（
総
説
）
金
沢
文
庫
に
お
け
る
華
厳
典
籍　

鎌
田
茂
雄

第
三
巻
　
天
台
篇
㈠　

                                 
ISB
N
978-4-653-04403-1

　
　
　
　
　
解
題
執
筆
＝
塩
入
良
道
・
池
田
魯
参
・
多
田
孝
文
・
高
橋
秀
榮

　

重
編
天
台
諸
文
類
集
・
大
乗
止
観
法
門
・
法
華
三
昧
行
法

　

天
台
小
止
観
・
涅
槃
経
疏
三
徳
指
帰

（
翻
刻
未
収
録
資
料
解
題
）

　

五
方
便
門
／
古
雲
法
師
新
学
程
式

（
総
説
）
金
沢
文
庫
に
お
け
る
天
台
典
籍　

塩
入
良
道
・
池
田
魯
参 

第
四
巻
　
浄
土
篇
㈠                           

ISB
N
978-4-653-04404-8

　
　
　
　
　
解
題
執
筆
＝
石
田
瑞
麿
・
山
崎
龍
明
・
納
冨
常
天
・
日
置
孝
彦

　

往
生
要
集
鈔
故
上
人
・
浄
土
三
部
経
大
意
・
別
異
弘
願
性
戒
鈔
・
具
三
心
義

　

極
楽
浄
土
宗
義
・
弥
陀
本
願
義
・
選
択
集
述
疑
・
念
仏
助
行
要
文
抄

　

念
仏
往
生
伝
・
唐
朝
京
師
善
導
和
尚
類
聚
伝
・
漢
家
類
聚
往
生
伝

　

画
西
方
浄
土
記

（
総
説
）
金
沢
文
庫
に
お
け
る
浄
土
教
典
籍　

石
田
瑞
麿 

第
五
巻
　
戒
律
篇
㈠　

                                 
ISB
N
978-4-653-04405-5

　
　
　
　
　
解
題
執
筆
＝
納
冨
常
天
・
真
鍋
俊
照
・
高
橋
秀
榮
・
日
置
孝
彦

　

教
誡
儀
鈔
・
結
界
唱
相
・
結
界
法
則
・
四
分
律
注
比
丘
尼
戒
本

　

十
門
口
義
・
菩
薩
戒
義
記
・
律
宗
瓊
鑑
章

（
総
説
）
金
沢
文
庫
に
お
け
る
戒
律
典
籍　

納
冨
常
天

第
六
巻
　
真
言
篇
㈠　

                                 
ISB
N
978-4-653-04406-2

　
　
　
　
　
解
題
執
筆
＝
真
鍋
俊
照
・
高
橋
秀
榮

　

真
乗
要
文
・
御
遺
告
秘
要
鈔
・
瑜
祇
経
十
二
品
大
綱
・
瑜
祇
開
心
抄

　

五
蔵
曼
荼
羅
和
会
釈
・
真
言
宗
義
精
談
集

（
総
説
）
金
沢
文
庫
に
お
け
る
真
言
密
教
典
籍（
教
相
）　

真
鍋
俊
照

第
七
巻
　
歌
謡
・
声
明
篇                     

ISB
N
978-4-653-04407-9

　
　
　
　
　
解
題
執
筆
＝
新
間
進
一
・
乾
克
己
・
福
島
和
夫
・
高
橋
秀
榮

 

〔
伽
陀
部
〕
〔
讃
嘆
・
和
讃
部
〕
〔
声
歌
部
〕
〔
朗
詠
部
〕

 

〔
雑
部（
一
、
韓
神　

二
、
宴
曲
・
白
拍
子　

三
、
各
種
の
雑
歌
謡
）〕

（
総
説
）
金
沢
文
庫
に
お
け
る
歌
謡
・
声
明
資
料　

新
間
進
一

第
八
巻
　
歌
謡
・
声
明
篇 

続　

                     
ISB
N
978-4-653-04408-6

　
　
　
　
　
解
題
執
筆
＝
乾
克
己
・
新
間
進
一
・
福
島
和
夫
・
高
橋
秀
榮
・
新
井
弘
順

 

〔
伽
陀
部（
続
）〕
〔
声
明
集
部
〕
〔
讃
部
〕
〔
三
十
二
相
・
馬
鳴
調
琴
頌
部
〕

 

〔
講
式
部
〕
〔
教
化
部
〕
〔
血
脈
部
〕

第
十
巻
　
戒
律
篇
㈡　

                               
ISB
N
978-4-653-04410-9

　
　
　
　
　
解
題
執
筆
＝
納
冨
常
天

　

四
分
律
行
事
鈔
見
聞
集

　

（
標
宗
顕
徳
篇
）
（
足
数
衆
相
篇
）
（
結
界
方
法
篇
）
（
僧
網
大
綱
篇
）

　

（
受
戒
縁
集
篇
）
（
師
資
相
摂
篇
）
（
説
戒
正
儀
篇
）
（
安
居
策
修
篇
）

　

（
随
戒
釈
相
篇
）
（
持
犯
方
軌
篇
）
（
懺
六
聚
法
篇
）
（
二
衣
総
別
篇
）

　

（
四
薬
受
浄
篇
）
（
諸
雑
要
行
篇
）

（
総
説
・
解
題
）
湛
睿
と
戒
律
関
係
資
料　

納
冨
常
天

第
九
巻
　
寺
院
指
図
篇　

                             
ISB
N
978-4-653-04409-3

　
　
　
　
　
概
説
執
筆
＝
伊
藤
延
男

　
　
　
　
　
解
題
執
筆
＝
関
口
欣
也
・
藤
井
恵
介
・
上
野
勝
久
・
福
島
金
治

　

第
Ⅰ
類　

灌
頂

  

（
一 

醍
醐
寺
）（
二 

勧
修
寺
）（
三 

仁
和
寺
）（
四 

東
寺
）

  

（
五 

大
覚
寺
）（
六 

泉
涌
寺
灌
頂
堂
）（
七 

極
楽
寺
）（
八 

称
名
寺
）

  

（
九 

遺
身
院（
佐
々
目
御
坊
））（
一
〇 

無
量
寿
寺
）（
一
一 

そ
の
他
）

　

第
Ⅱ
類　

修
法

  

（
一 

宮
中
真
言
院
）（
二 

神
泉
苑
）（
三 

東
寺
講
堂
）（
四 

宮
中
昭
陽
舎
）

  

（
五 

閑
院
）（
六 

金
剛
勝
院
）（
七 

某
寺
）（
八 

称
名
寺
）（
九 

遍
照
心
院
）

  

（
一
〇 

高
野
山
）（
一
一 

仁
和
寺
喜
多
院
）（
一
二 

最
勝
光
院
）（
一
三 

某
寺
）

　

第
Ⅲ
類　

指
図

  

（
一 

高
野
山
）（
二 

仁
和
寺
）（
三 

某
寺
）

　

第
Ⅳ
類　

結
界

  

（
一 

称
名
寺
）（
二 

高
野
山
）（
三 

室
生
山
）

　

第
Ⅴ
類　

そ
の
他

  

（
一 

石
清
水
八
幡
宮
）（
二 

庄
園
図
）（
三 

経
庫
図
・
輿
図
）
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